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多くが市に移譲され、区の特性を生かした

魅力的なまちづくりが進んでいます。

区ごとのこの10年の取り組みをご紹介します。

にぎわいを生み出す、白川「緑の区間」

政令指定都市移行から10年
各区の取り組みをまとめてみました
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上通アーケード沿いにある
交流スペース「オモケンパー
ク」のオーナー。自ら立候補
し、市の景観審議会委員（令
和４年・５年度）を務める。

デジタルに親しみやすいまち
　子どもたちが校区のホームページを作り地域の魅力
を発見・発信する「近未来キャラバン」が平成29年にス
タート。令和3年には「くまもとデジタルサポートセン
ター」を開設するなど、デジタル機器をより身近に感じら
れる取り組みを進めています。

　「緑の区間」（大甲橋～明午橋間）では、河川整備によっ
て創出された河川空間や水辺環境を利用して、水辺とま
ちが一体となった美しい景観とにぎわいづくりに取り組
んできました。平成30年からは「白川夜市」が開催され
るなど、民間による活用も行われています。

地域の歴史を守り未来につなぐ
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　平成28年熊本地震では地域の文化資源も多くの被
害を受け、地域の方々と共に地域の歴史を守り未来へ
つなぐ大切さを再確認しました。令和3年には、水前寺
成趣園の鳥居が全て再建され、築庭350年祭も執り行
われました。

おも き   たけし

面木 健 さん

　熊本地震で大きな被害を受けたビルを、敷
地いっぱいに3階建てのビルを建てるのではな
く、小さな平家にダウンサイジングして再建。
屋上や庭などの余白部分を「新たな価値」とと
らえ、利用する人たちで分かち合うイベントを
定期的に開催しています。
　また、建物を通して小国杉をはじめ県産の魅
力に自然と触れられる点も特徴。「この場所に
興味を持つことが素材を生産しているローカ
ルエリアまで足を運ぶ行動につながり、全体が
活性化するとうれしいですね」と面木さん。「一
人では一隅しか照らせないけど、賛同する人が
増えれば面で輝く」。その信念で、可能性を発
信し続けます。

地域が子どもを育む「寺子屋」事業

北区

防災・防犯・教育という視
点で活動しているNPO法
人「ソナエトコ」メンバー。
FM791で地域活動や小
学校区の話題を紹介する
番組等を担当。

SDGsフェスティバルで意識向上
　「持続可能な開発のための教育
（ESD）」に指定された北部中生徒による
発表会をはじめ、見て・聞いて・体験でき
るイベントを開催。もっと多くの住民に
SDGsについて身近に取り組んでもらう
「きっかけ」づくりを進めています。　

　植木町では、全校区・地区に「植木寺
子屋」の塾が開設され、地域住民自ら
が伝統文化の継承や世代間交流を行
い、その活動を通して子どもたちの「生
きる力」を育んでいます。

たか ち　ほ

高智穂 さくら さん

　「これからは住民による自主防災が大事」
と勧められ、防災士の資格を取得した高智
穂さん。北区が昨年作成した「防災マイ
BOOK」の制作にも携わり、防災意識の啓
発にも努めています。
　「水害や熊本地震を経験し、各校区や地域
では防災訓練をはじめ、震災記録誌の制作、
校区防災連絡会の研修会などがより活発に
行われています。ただ『私が住民として校区
で活動できているか？』と言えばまだまだ。
今後は私も含め、地域活動や防災に積極的
ではなかった方々にも関心を持ってもらえ
るよう行動したい」。皆さんも、まずは暮らす
まちを知ることから始めてみませんか。

まちづくりに自転車を活用

西区

熊本駅近くに店を構える
「徳永酒店」５代目。西区
オリジナルのクラフト
ビール造りに挑戦する
「西区クラフトビール協
議会」メンバーのひとり。

企業・大学・高校と連携
　行政と民間事業者が連携し、自然な
どの西区の地域資源を活用した事業
に取り組んだり、大学と協働で商品開
発したりと、西区の魅力を発信してい
ます！

　西区役所では、「自転車で訪れたいま
ち」を目指し、ロードバイクなどでも駐
輪しやすい「サイクルラック」の無料貸
出や、２つのサイクリングマップの作成
など、西区（サイク）リングのまちづくり
を行っています。

とくなが   たつ  ま

徳永 龍磨  さん

　「西区は駅周辺の再開発が完了し副都心
としての機能が整いつつある一方、金峰山
をはじめ豊かな自然に恵まれたエリアです。
両方の魅力を上手に融合させ、地域活性化
につなげていきたい」と語る徳永さん。
　仲間たちと取り組んだのは、クラフトビー
ル造り。一昨年から挑戦が始まり、第一弾は
有明海の海苔、第二弾はタマネギを使っ
た、ユニークなご当地ビールが完成しまし
た。「今後の展望は、金峰山の害獣を駆除し
ビールのおつまみとなる西区ジビエの開
発。それを、駅前広場のイベントで多くの人
に楽しんでほしい」。想像するだけでワクワ
クしてきます。

おいしい南区魅力発信

南区
熊本農業高校 生活科２年。
授業の一環として、地元で
取れる食材を使った地域特
産品の開発などに取り組ん
でいる。

地域ブランド力の向上
　まちづくりを担う人材の発掘育成や、まちづくりネット
ワークを構築し、自ら行動するまちづくり団体の結成を
進めています。城南地域では城南地域ブランド力向上
委員会「TEAM城南ワンダホー」が地域情報誌の発行
や、婚活イベントなどを実施しています。

　全国屈指の生産量を誇るナスやトマトのほか、多彩な
農水産物を生かした収穫体験や親子料理教室、フォト・レ
シピコンテストを開催。「農と漁業を誇れるまちづくり」
「南区の自然をいかしたまちづくり」を進めています。
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うえ だ 　  あかり　

あか ほし     ななみ
左／上田 朱里 さん
右／赤星 七海 さん

　昨年夏に開催された「おいしい南区フォト・レ
シピコンテスト」に参加した、熊本農業高校生活
科２年の皆さん。南区の豊かな農水産物をテー
マにしたレシピ開発に挑戦し、「食」を通して南
区の魅力を発信したそうです。「夏らしくさっぱ
りした味わいと、簡単な味付け、調理法にこだ
わりました。南区のことを知ってもらうきっかけ
になればうれしい」と、上田さんと赤星さん。今
年は、自らテーマを決めて取り組む課題研究が
待っています。「知恵を絞って地域活性化につ
なげていきたいです」。

秋津校区地区防災計画を策定

東区

おそろいの衣服を身につ
け、ジョギングやペットの散
歩等をしながら「あいさつ
パトロール」をする防犯ボ
ランティア活動「ちょこっと
パトロール」の実行委員長。

託麻新四国八十八ヶ所巡りの
散策マップを作成
　地域的な特色のある文化
資源で保存会組織による継承
活動があること等から市郷土
文化財の第一号に認定された
託麻新四国八十八ヶ所巡り。
多くの方に地域の歴史や文化
の魅力を知っていただくため
に散策マップを更新しました。

　熊本地震の教訓と校区を
流れる河川等の洪水災害リ
スクを念頭に、住民参加に
よるワークショップや検討
会議を重ね、令和2年3月に
校区独自の防災・減災ルー
ル等を定めた地区防災計画
を策定しました。

つ　ざき 　ふ　き　こ

都﨑 芙貴子 さん

　託麻地域にある６つの校区がタッグを組み、住
民主体で行っている防犯活動「ちょこっとパトロー
ル」。「日常活動の延長で役に立てる」という気軽
さから、令和元年の結成以来1,000人以上がメン
バー登録しています。活動の始まりは、児童の事
故や痛ましい事件に心を痛めた6校区の防犯会
長が「自分たちの地域を自分たちで守るために、
見守り活動をしませんか？」と回覧板で呼びかけ
たことだったそう。まちづくりセンターが仲介役と
なることで賛同者が増え、現在に至ります。
　「最大の防犯は、近所が顔見知りで、普段から挨
拶を交わし合うこと。今後もコミュニティーを強
化しながら長く活動を続けたい。そして託麻地域
以外にも広がっていくといいですね」と、意気込み
ます。
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